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　本書は、常陸大宮市消防本部の現勢及び令和６年中の消防業務に関

する諸般の事項を記録し、消防事情を紹介するとともに今後の火災

予防、警防等の資料とするため編集しました。 

　なお、この統計は令和７年４月１日現在において作成したもので

すが、その他についてはそれぞれ記載した月日現在により作成した

ものです。 
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市　　　　　勢 

 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市役所所在地 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東経　１４０度２４分３９秒 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北緯　　３６度３２分３３秒 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県常陸大宮市中富町３１３５－６ 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防本部所在地 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東経　１４０度２４分４６秒 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北緯　　３６度３３分１５秒 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県常陸大宮市姥賀町６２１ 
 
 
 
 
 
 

●位置と面積 

　常陸大宮市は，茨城県の北西部，県都水戸から約２０Ｋｍの八溝山地及び阿武隈山地の南端と

関東平野周縁台地北端の境界部に位置し，東に久慈川，南に那珂川，中央部に緒川，玉川が流れ

市の約６割を山林が占めています。市の面積は，３４８．４５平方キロメートルで茨城県のおよ

そ５．７％にあたります。 
　市の東部にはＪＲ水郡線と国道１１８号が通り，中央部には国道２９３号，西部には国道１２

３号が通っています。 

●人口の推移 

 

 人　口 
　　年

人　　　　口 世　　帯　　数

 令和３年 ３８，６８４ １６，０６１

 令和４年 ３８，３１８ １５，６４９

 令和５年 ３７，９００ １５，６４７

 令和６年 ３６，９４６ １５，５７９

 令和７年 ３６，４０３ １５，５２７

常陸大宮市
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消 防 本 部 及 び 消 防 署 配 置 図 

 
 
 
 

 

至栃木県那珂川町 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中舟生駅 

至栃木県那須烏山市 

 

美和地域

緒川地域

御前山地域 

山方地域

大宮地域 
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消防本部・東消防署庁舎概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　 

 

 

 

 

 

　　　　　  

西消防署庁舎概要 

 

 

 
所在地 茨城県常陸大宮市小舟３４１０－１

 
竣　工 昭和５１年１２月１３日

 構　造 鉄筋コンクリート造２階建て

 
建築面積 ３３９．９０㎡

 
延べ面積 ４７１．３２㎡

 
敷地面積 ３，１１３．５７㎡

 
所在地

庁舎 茨城県常陸大宮市姥賀町６２１

 訓練塔 茨城県常陸大宮市姥賀町６１４－１他

 
竣　工

庁舎 平成２５年３月２７日

 訓練塔 平成２８年３月３０日

 

構　造

庁舎 鉄筋コンクリート造３階建て【免震構造】

 車庫 鉄骨造２階建て【耐震構造】

 
訓練塔

主塔 鉄骨造３階建て（工作物２層）

 副塔 鉄骨造２階建て

 

建築面積

庁舎 ６２３．０９㎡

 車庫 ６６４．００㎡

 
訓練塔

主塔 ６２．２９㎡

 副塔 ３８．６４㎡

 

延べ面積

庁舎 １，８３９．４３㎡

 車庫 ６９３．４３㎡

 
訓練塔

主塔 １７３．２５㎡

 副塔 ６８．２０㎡

 
敷地面積 ８，８１３．５１㎡
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常 陸 大 宮 市 消 防 の あ ゆ み 

 

 年 月　日

 

昭
和
四
十
六
年

２月　５日 
４月１０日 
４月３０日 
６月１１日 
６月２４日 

１０月　１日 

・大宮・山方地区救急事務組合設立準備会発足 
・一部事務組合設立許可申請 
・一部事務組合の設立は、地指令第４６３号により許可される。 
・大宮・山方地区救急事務組合管理者会議を開催 
・大宮・山方地区救急事務組合第１回臨時会議開催（規約議決） 
・消防団本部車にて大宮・山方地区救急事務組合の業務を４名で開始（役

場消防隊も兼ねる）

 昭
和
四
十
七
年

　３月３１日 
　４月　１日 
１２月１８日

・日本自動車工業会から救急車を寄贈される（トヨタハイエース） 
・消防吏員２名を採用 
・大宮・山方地区救急事務組合規約の変更議決

 

昭
和
四
十
八
年

　４月　１日 
 
　　　〃 
　４月　５日 
 
　５月２５日 
　６月　１日 
　６月２８日 
　７月１５日 
　　　〃

・大宮・山方地区救急事務組合の共同処理をする事務及び規約を変更によ

り大宮・山方地区消防事務組合に改める。 
・大宮・山方地区消防事務組合発足（定員３３名） 
・大宮・山方地区消防事務組合を設置及び自治省告示第７４号により消防

本部・署の政令指定 
・広報車を購入（ニッサン・ライトバン） 
・旧大宮中学校の仮庁舎で消防本部・署の業務開始 
・広報車を購入（三菱・ライトバン） 
・水槽付ポンプ自動車を購入（トヨタ） 
・普通ポンプ自動車を購入（トヨタ）

 

昭
和
四
十
九
年

　４月　１日 
　　　〃 
　４月１０日 
　４月１７日 
　８月２１日 
　９月　７日 
　９月１０日 
１２月３１日

・消防吏員４名、事務職員１名採用（職員３８名） 
・６名で救助隊発足 
・大宮ライオンズクラブより署長車を寄贈（トヨタ・クラウン） 
・消防庁舎落成式 
・広域消防体制の町村長会議 
・広域消防の打合せ会議 
・広域消防体制の町村長会議 
・職員１名退職（職員３７名）

 

昭
和
五
十
年

　２月２７日 
　４月　１日 
　　　〃 
　　　〃 
　６月２０日

・日本損害保険協会から救急車を寄贈される。（トヨタ） 
・２町２村による広域消防発足 
・第１分署仮庁舎を美和村下檜沢役場跡に開設 
・消防吏員１４名を採用（職員５１名） 
・救急車を分署に配置（トヨタ）
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 年 月　日

 昭
和
五
十
年

　７月　１日 
１１月　５日 
１１月１２日

・第１分署救急業務を開始する。（職員１３名） 
・救助工作車を配置（ニッサン・パトロール） 
・空中消火資機材の備蓄基地として県から委託される。

 

昭
和
五
十
一
年

　３月１９日 
　４月　１日 
　７月　１日 
　　　〃 
　７月３０日 
１２月１３日

・日本損害保険協会から救急車を寄贈される。（トヨタ） 
・消防吏員１２名採用（職員６２名） 
・大宮地方広域組合消防本部・消防署に名称を変更する。 
・第１分署の消防業務を開始する。（職員２５名） 
・普通ポンプ自動車を分署に配置（トヨタ） 
・第１分署新庁舎が緒川村小舟に完成、落成式を行う。

 昭
和
五
十
二
年

　２月　８日 
　４月１９日 
１２月２１日

・消防吏員１名採用（職員６３名） 
・広報車を分署に配置（スバル 550） 
・大宮地方広域消防連絡協議会発足

 
昭
和
五
十
三
年

　３月３１日 
　６月　２日 
　８月　１日 
　　 
１１月２０日

・通信室に一斉通報装置と火災テレホンサービス設置 
・救助訓練塔を設置 
・救急情報コントロールセンターの地域情報本部としてディスプレィ装置

が設置される。 
・水槽付消防ポンプ自動車を購入（いすゞ）

 
昭
和
五
十
四
年

　４月　１日 
 
　　　〃 
　５月２６日 
　７月　３日

・条例改正により定員６７名となる（消防本部８名、消防署３４名、第１

分署２５名） 
・消防吏員４名を採用（職員６７名） 
・心肺蘇生訓練用レコーディングレサシアン購入 
・広報車を更新（トヨタ・コロナバン）

 五
十
五
年 

昭　
　

和

１０月　１日 
１２月　２日

・管理者に山方町長　根本孫次氏が就任 
・美和村役場庁舎にて防災訓練実施

 
昭
和
五
十
六
年

　１月３０日 
　４月　１日 
　５月２５日 
　７月　３日

・那珂瓜連地区消防本部と相互応援協定を締結する。 
・消防吏員１名採用（職員６７名） 
・広報車を更新（トヨタ・カリーナバン） 
・茨城県消防救助技術大会において高所人命救助が３位入賞

 

昭
和
五
十
七
年

　２月１６日 
　３月２４日 
　８月１５日 
　８月３１日 
１０月　１日 
１１月２６日

・消防吏員１名採用（職員６８名） 
・大子町消防本部と相互応援協定を締結する。 
・少年、婦人防火クラブ発足（野上小学校２８名、嶐郷婦人防火クラブ８６名） 
・御前山村から救急業務に関する事務について委託を受ける（議決） 
・御前山村の救急業務を受託、業務を開始する。 
・第１分署の広報車を更新（トヨタ・ライトバン）
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 年 月　日

 
昭
和
五
十
八
年

１１月１８日 
１２月１４日 
１２月２１日

・大宮地方広域消防指導員連絡協議会発足 
・美和村下檜沢に大火発生（１１世帯２３棟） 
・司令車を更新（トヨタ・クラウン）

 

昭
和
五
十
九
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　６月２８日 
　８月　１日 
　９月２８日 
１０月　５日

・消防吏員５名退職（職員６３名）（構成町村との人事交流） 
・３部制勤務を２部制勤務に変更（甲部、乙部） 
・防災行政無線設備設置に伴い通信室を拡張する。 
・幼年消防クラブ発足（若草幼稚園２５０名） 
・条例の改正により定員６３名となる。 
・訓練塔兼貯蔵庫を建設

 昭
和
六
十
年

　５月１４日 
　５月１６日 
　９月２５日

・本署電話装置を更新する。 
・分署の広報車を更新（スズキ４ＷＤ） 
・優良消防機関として茨城県知事から表彰を受ける。

 
昭
和
六
十
一
年

　１月１７日 
　８月　４日 
 
　８月２３日 
１１月　４日

・日本自動車工業会から救急車を寄贈される（トヨタ２Ｂ型） 
・台風１０号による集中豪雨のため各河川が氾濫、全署員を非常招集して

警戒に当たる。 
・普通ポンプ自動車を更新（イスズＣＤ－Ⅰ型） 
・山方町に発生した建物火災で死者４名が出る。

 
昭
和
六
十
二
年

　５月　１日 
　５月１２日 
 
　５月２０日

・国長少年消防クラブ発足（２８名） 
・山方町で大規模林野火災が発生、自衛隊にヘリの出動を要請する。（出

動人員６００名、出動車両５０台） 
・消防吏員の貸与品更新に点数制度を導入する。

 六
十
三
年 

昭　
　

和
　３月１７日 ・日本損害保険協会から救急車を寄贈される。（ニッサン２Ｂ型）

 

平
成
元
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　７月２７日 
　９月３０日 
１０月　１日 
 
 
１１月１４日

・消防吏員３名退職する。（職員５９名）（構成町村との人事交流） 
・消防吏員３名採用する。（職員６２名） 
・小倉婦人防火クラブへ日本消防協会から軽可搬ポンプ寄贈される。 
・消防吏員１名退職（職員６１名）（構成町村との人事交流） 
・甲部、乙部を廃止し第１中隊、第２中隊とする。本部（総務係、予防係、

警防係）を総務担当、予防担当、警防担当とした各担当に課長補佐を配

置する。 
・ポンプ車購入　ＣＤ－Ⅰ型分署に配置（更新）

 

平
成
二
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　７月　１日 
　９月３０日 
１０月　８日

・消防吏員４名退職（職員５７名）（構成町村との人事交流） 
・消防吏員５名採用（職員６２名） 
・消防吏員１名退職（職員６１名） 
・消防吏員１名退職（職員６０名） 
・広報車購入　本署配置（更新）トヨタトラック６人乗り
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 年 月　日

 

平
成
三
年

　２月１５日 
２月１９日 

　３月３１日 
　４月　１日 
　７月２３日 
１２月　８日 
１２月１３日 
１２月１５日

・安田生命保険相互会社より救急車寄贈（ニッサン２Ｂ型　3,000cc） 
・平成２年度茨城県消防長会署長部会開催（場所：常陸大宮農協会館） 
・消防吏員２名退職（職員５８名）（構成町村との人事交流） 
・消防吏員４名採用する（職員６２名） 
・通信指令室新築工事完了する。 
・御前山村、広域消防体制加入打合せ会議を実施する。 
・独居老人緊急通報システム運用開始する。 
・消防吏員１名退職（職員６１名）

 

平
成
四
年

　１月２５日 
　４月　１日 
　６月３０日 
　９月１６日 
１０月２０日 
１２月１４日

・救助工作車を購入（イスズ） 
・消防吏員５名採用（職員６５名） 
・大宮地方広域組合規約変更、御前山村が広域消防に加入する。 
・救急車に自動車電話を設置する。 
・消防署の事務室及び仮眠室の改修工事が完了する。 
・水槽付ポンプ自動車更新（イスズ）本署配置

 

平
成
五
年

　４月　１日 
　４月　２日 
　４月　３日 
　６月２４日 
１１月　５日 
 
１２月　９日

・消防吏員４名採用（職員６９名） 
・御前山村が広域消防加入により政令指定を受ける。 
・那珂北部地区危険物安全協会２０周年記念式典が開催される。 
・広報車更新（トヨタ） 
・県防災訓練が高萩市で実施され当消防本部は、林野火災における空中散

布資機材の取扱いを担当する。 
・御前山村の広域消防加入に伴いポンプ車購入（三菱４ＷＤ）

 

平
成
六
年

　２月　８日 
　　　〃 
　２月２３日 
　４月　１日 
　　　〃 
 
　　　〃

・救急車更新（トヨタ）第１分署配置 
・大宮地方広域組合事務所兼消防署車庫竣工する。 
・消防本部発足２０周年記念式典を実施する。 
・御前山村広域消防業務を開始する。 
・機構改革により大宮広域消防署を東消防署とし第１分署を西消防署とす

る。 
・消防吏員４名採用（職員７３名）

 

平
成
七
年

　１月１８日 
　２月１４日 
　３月３１日 
５月１２日 
６月　８日

・西消防署に広報車を配置（三菱パジェロ） 
・司令車を更新する。 
・消防吏員１名定年退職（職員７１名） 
・潜水士４名を養成し潜水隊を東消防署に配置する。（発足） 
・スクーバー潜水装備購入する。



- 8 - 

 

 年 月　　日

 平
成
八
年

　３月２９日 
　４月　１日 
　８月　８日

・消防本部車庫新築工事完了する。 
・消防吏員４名採用する。（職員７５名） 
・第１１回茨城県防火大会が開催される。（大宮町文化センター）

 

平
成
九
年

　３月１２日 
 
　３月２５日 
 
　３月３１日 
　７月２８日 
　９月２８日 
１１月　２日

・緒川村入本郷地内大規模林野火災発生（焼損面積４６．２ｈ） 
　　　出動延べ人員１，３５３名　消防車両１５９台　ヘリコプター８機 
・高規格救急車１台東消防署に配置する。（トヨタ４，０００cc）救急救命

士による運用開始 
・消防吏員１名定年退職（職員７４名） 
・資機材運搬車を購入する。（東署配備） 
・西消防署広報車を更新する。（ニッサントラック４ＷＤ） 
・自治体消防発足５０周年記念防災講演会を開催する。

 

平
成
十
年

　３月２５日 
　３月２７日 
　８月２５日 
 
１０月２４日 
１２月１７日

・体力練成器具を購入する。 
・消防本部書庫兼倉庫を新築する。 
・栃木県北部の集中豪雨により御前山村地内の那珂川が氾濫し、３２棟が

床上浸水する。 
・携帯１１９番電話システム運用開始。 
・高規格救急車を西署に配備する。

 平
成
十
一
年

　２月　７日 
　３月　６日 
　４月　１日 
１０月２８日

・大規模林野火災総合防災訓練を実施（会場：山方町） 
・山方町舟生地内大規模林野火災発生（焼損面積：１０h） 
・茨城県防災航空隊へ職員１名を派遣する。 
・変電設備及び非常用自家発電設備を整備する。

 
平
成
十
二
年

　１月１５日 
　３月３１日 
　４月　１日 
　　　〃 
　６月　２日

・消防吏員１名退職。（職員７３名） 
・消防吏員１名定年退職。２名人事交流により事務局部局へ。 
・消防吏員４名採用する。（職員７４名） 
・消防署組織の改革を行い係制度にする。 
・事務連絡車を更新する。（ニッサンステーションワゴン１５００cc）

 平
成
十
三
年

　４月　１日 
　４月１１日 
１２月２７日

・消防本部組織を一部改正し通信係を新設する。 
・美和村高部地内林野火災発生（焼損面積：４h） 
・美和村防災訓練を実施。（主催：美和村・大宮地方広域消防連絡協議会）

 
平
成
十
四
年

　１月２９日 
　３月２０日 
　４月　１日 
　７月１９日 
　９月１９日

・危険物タンクローリー転落事故（軽油２．２ｋℓ流出、死者１名） 
・消防緊急通信指令施設竣工検査 
・消防緊急通信指令施設運用開始する。 
・関東地区救助技術大会出場「はしご登はん」１名 
・広報車を更新、東署に配備する。（ニッサントラック）
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 年 月　　日

 

平
成
十
五
年

　３月２４日 
　３月３１日 
　４月　１日 
　　　〃 
　６月１８日 
　６月３０日 
　７月３１日 
１２月　５日 
１２月１７日

・緒川村上小瀬地内に小型飛行機墜落炎上（死者２名） 
・消防吏員１名定年退職 
・消防吏員２名採用する。（職員７５名） 
・本部組織の改革を行い課制度にする。 
・広報車を更新東署に配備する。（ニッサン） 
・消防吏員１名退職 
・関東地区救助技術大会出場「はしご登はん」１名 
・東消防署仮眠室・厨房改修工事を完了する。 
・ポンプ車更新西署に配備をする。（イスズ）

 

平
成
十
六
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　４月　１日 
　６月３０日 
１０月１６日 
 
 
１２月　７日

・消防吏員１名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員７６名） 
・茨城県生活環境部消防防災課に消防吏員１名を派遣する。 
・人員搬送車を更新東署に配備する。（トヨタハイエース） 
・管内５ヶ町村が合併「常陸大宮市」となる。「常陸大宮市消防本部」と

名称を変更、総務課に旧町村から職員３名が出向「地域消防係」を設置

し消防団事務を開始、１本部２署７９名の体制となる。 
・高規格救急自動車を更新東署に配備する。（トヨタ）

 
平
成
十
七
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　５月１７日 
　６月３０日 
１２月１８日

・消防吏員２名定年退職 
・消防吏員２名採用する（職員７９名） 
・常陸大宮市消防団組織検討委員会設置 
・消防吏員１名退職 
・水槽付消防ポンプ自動車を更新東署に配備する。（日野）

 
平
成
十
八
年

　３月３０日 
　４月　１日 
　　　〃 
　　　〃

・消防吏員１名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員８０名） 
・連合消防団を統一、「常陸大宮市消防団」発足 
・茨城県立消防学校教官として消防吏員１名を派遣する。

 

平
成
十
九
年

１月２３日 
２月　８日 
３月　２日 
３月３１日 
４月　１日 
４月　８日 

１１月　８日

・高規格救急自動車を更新東署に配備する。 
・全国消防職員意見発表茨城県大会を常陸大宮市文化センターで開催 
・消防庁長官より表彰旗を授与される。 
・消防吏員３名定年退職 
・消防吏員４名採用する。（職員８１名） 
・消防吏員 1 名退職 
・普通ポンプ自動車を更新東署に配備する。（日野）
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 年 月　　日

 

平
成
二
十
年

　３月３１日 
　４月　１日 

〃 
　６月　１日 
　８月３０日 
１１月１４日

・消防吏員１名、事務吏員１名退職 
・消防吏員１名採用する。（職員７９名） 
・茨城県防災航空隊へ職員 1 名を派遣する。 
・常陸大宮市消防団組織検討委員会設置 
・茨城県･常陸大宮市総合防災訓練実施する。（会場：大宮工業高校跡地） 
・高規格救急自動車を更新西署に配備する。（トヨタ）

 
平
成
二
十
一
年

　３月３１日 
　４月　１日 

〃 
１２月１５日

・消防吏員５名退職 
・消防吏員６名採用する。（職員８０名） 
・消防署組織改革により三交代制勤務を導入する。 
・救助工作車を購入（日野）

 
平
成
二
十
二
年

３月３１日 
４月　１日 

　　　〃 
　７月１６日

・消防吏員４名退職 
・消防吏員４名採用する。（職員８０名） 
・常陸大宮市消防団組織再編により支団制から分団制に施行する。 
・緒川女性防火クラブ発足

 

平
成
二
十
三
年

３月１１日 
　　〃 
 
 
 
 
 
 
 
３月２５日 

～３月２９日 
３月２９日 
３月３１日 
４月　６日 

～４月１０日 
８月１２日 
９月　７日 

１１月１８日

・東北地方太平洋沖地震（常陸大宮市：震度６強）東北地方太平洋沖 
・消防本部庁舎望楼が倒壊し庁舎が使用不能となる。 

　 　  
・緊急消防援助隊茨城県隊第１次第１陣として２隊５名（救急隊、後方支

援隊）を福島県福島市に派遣する。 
・消防本部、東消防署が仮設庁舎（プレハブ）に移転する。 
・消防吏員１名退職 
・緊急消防援助隊茨城県隊第１次第４陣として２隊５名（救急隊、後方支

援隊）を福島県福島市に派遣する。 
・新消防庁舎建設設計を株式会社桂設計と契約する。 
・消防吏員１名退職 
・消防本部庁舎解体工事（平成２４年２月２７日まで）

 
平
成
二
十
四
年

３月２４日 
３月３１日 

　４月　１日 
　５月１３日 
１１月１３日

・新消防庁舎建設工事を起工する。（工期：平成２５年３月１８日まで） 
・消防吏員１名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員８０名） 
・大宮女性防火クラブ発足 
・トヨタカローラ新茨城㈱より事務連絡車を寄贈される。（トヨタパッソ）
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 年　　月　　日

 
平
成
二
十
五
年

３月２７日 
３月３１日 
４月　１日 
５月１６日 
５月１７日

・新消防庁舎竣工式 
・消防吏員３名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員８０名） 
・西消防署耐震工事を起工する。（工期：平成２５年１１月２１日まで） 
・市危険物安全協会設立４０周年記念式典が開催される。

 

平
成
二
十
六
年

２月２３日 
３月３１日 

　４月　１日 
　　　〃 
　８月　８日 
１０月　７日 
１１月２３日

・常陸大宮市防災訓練（会場：常陸大宮高等学校） 
・消防吏員３名退職 
・消防吏員３名採用する。（職員８０名） 
・機能別消防団員制度を採用する。 
・第２９回茨城県幼年少年婦人防火大会（会場：ロゼホール） 
・高規格救急自動車を更新東署に配備する。（トヨタ） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：山方中学校）

 

平
成
二
十
七
年

３月３１日 
４月　１日 
６月２６日 
９月１１日 

 
　９月１６日 
１１月　５日 
１１月１９日 
１１月２３日

・消防吏員５名退職 
・消防吏員５名採用する。（職員８０名） 
・消防本部訓練塔工事を起工する。（工期：平成２８年３月１２日まで） 
・関東・東北豪雨により消防広域応援隊第１陣として２隊６名常総市に派

遣する。 
・消防広域応援隊第２陣として２隊５名常総市に派遣する。 
・ポンプ自動車を更新西署へ配備する。（日野） 
・団本部車を更新する。（トヨタライトエースバン） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：美和小学校）

 

平
成
二
十
八
年

２月２８日 
３月３０日 
３月３１日 
４月　１日 
６月　１日 

１１月２３日

・常陸大宮市消防本部勉強会が設立する。 
・東日本大震災被災伝承の碑除幕式及び訓練塔竣工式 
・消防吏員１名退職 
・消防吏員１名採用する。（職員８０名） 
・いばらき消防指令センター運用開始（職員１名派遣） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：小瀬高等学校）

 

平
成
二
十
九
年

３月３１日 
４月　１日 
５月　１日 
　　〃 
７月１５日 
８月２３日 

１０月２１日 
１０月２２日 
１１月２８日

・消防吏員２名退職 
・消防吏員４名採用する。（職員８０名） 
・常陸大宮市消防職員野球部が発足する。 
・常陸大宮市消防職員駅伝部が発足する。 
・救急医学と健康講座を開講する。 
・第４６回全国消防救助技術大会出場（宮城県） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：御前山小学校） 
・こどもメディカルラリー開催。 
・資機材搬送車を更新する。



- 12 - 

 
 年　　月　　日

 

平
成
三
十
年

３月３１日 
　４月　１日 
　８月２４日 
１１月１０日 
１２月　４日 
１２月　８日

・消防吏員６名退職 
・消防吏員６名採用する（職員８０名） 
・第４７回全国消防救助技術大会出場決定（京都府） 
・常陸大宮市防災訓練（ロゼホール） 
・高規格救急自動車を更新 
・第２回子どもメディカルラリー開催。

 平
成
三
十
一
年

　３月３１日 
　４月　１日

・消防吏員１名退職 
・消防吏員２名採用（職員８０名）

 

令
和
元
年

　７月　５日 
８月２２日 

　９月１９日 
１０月　５日 
１０月１２日 

～ 
１０月１３日 
 
１２月　７日

・第４８回消防救助技術関東地区指導会出場：引揚救助の部（長野県） 
・ドクターカーを更新基幹病院常陸大宮済生会病院に配備する。（三菱） 
・広報車を更新西署に配備する。（日野） 
・常陸大宮市防災訓練（会場：山方中学校） 
・台風第１９号により那珂川、久慈川堤防決壊（緒川、玉川も含む） 
（全壊４９棟、大規模半壊８５棟、半壊２９４棟、一部損壊１１９棟） 
（隣接消防相互応援隊要請：計１本部） 
（茨城県消防広域応援隊要請：計８本部） 
・第３回子どもメディカルラリー開催。

 

令
和
二
年

　１月３１日 
　２月１０日 

 
４月　１日 
 

　９月　４日 
１１月　６日

・消防吏員１名退職 
・台風第１９号による災害活動に対する功績により令和元年度水防功労者

国土交通大臣表彰授与される（常陸大宮市消防団） 
・消防吏員１名採用（職員８０名） 
・常陸大宮済生会病院を基幹病院とし常陸大宮市ドクターカー運用開始。 
・防災功労者内閣総理大臣賞授与される（常陸大宮市消防団） 
・高規格救急自動車を更新

 
令
和
三
年

　３月３１日 
　４月　１日 
　７月２０日 

・消防吏員２名退職 
・消防吏員２名採用（職員８０名） 
・静岡県熱海市土砂災害による緊急消防援助隊（消火隊５名、後方支援隊 

２名）派遣

 

令
和
四
年

　２月１７日 
　３月１５日 

４月　１日 
　４月　１日 
　４月　１日 
１０月２９日 
１１月１０日

・指揮隊車を新たに配備する。 
・総務省消防庁より救助資源機材積載型ポンプ自動車１台無償貸与 
・（職員８０名） 
・消防団組織再編成　１９分団５３部体制となる。 
・消防団員年報酬を個人払いへ移行する。 
・第２９回全国消防操法大会出場：小型ポンプの部（千葉県） 
・ポンプ自動車を更新東署へ配備する。
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令
和
五
年

　３月３１日 
４月　１日 
７月　５日 
９月　９日 

１１月２０日

・消防吏員１名退職 
・（職員７９名） 
・消防吏員１名退職（職員７８名） 
・茨城県救急功労者知事表彰を授与される（常陸大宮市消防本部） 
・水槽付消防ポンプ自動車を更新東消防署へ配備する。

 

令
和
六
年

　３月　８日 
 
３月３１日 
４月　１日

・第７６回日本消防協会定例表彰特別表彰「まとい」を受賞する 
（常陸大宮市消防団） 

・消防吏員１名退職（職員７７名） 
・消防吏員５名採用（職員８２名） 

 

令
和
七
年

２月２７日 
 
３月３１日 
４月　１日 
４月　１日 
４月　１日

・岩手県大船渡市林野火災緊急消防援助隊茨城県隊出場 
（２月２７日～３月１０日　１２日間　計２６名派遣） 
・消防職員１名退職（職員８１名） 
・消防職員２名採用（職員８３名） 
・人事交流（常陸大宮市消防本部から大子町消防本部へ１名派遣） 
・人事交流（常陸太田市消防本部から常陸大宮市消防本部へ１名派遣） 
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警防グループ

消防本部 ・消防署組織表

庶 務 グ ル ー プ
総務課

地域消防グループ

予防課 予 防 グ ル ー プ

消  防  長 救急グループ

通信グループ

庶務グループ

予防グループ

警防課 警 防 グ ル ー プ

庶務グループ

予防グループ

1  部

東消防署 ２  部 警防グループ

救急グループ

通信グループ

庶務グループ

西消防署 ２  部 予防グループ

予防グループ

３  部 警防グループ

救急グループ

通信グループ

庶務グループ

警防・救急グループ

庶務グループ

３  部 予防グループ

警防・救急グループ

1  部 予防グループ

警防・救急グループ

庶務グループ
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令 和 ７ 年 度 消 防 予 算 

 
１．市予算と消防予算の比較　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

 
２．消防費内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

 

人口及び１世帯当りの消防費 

 

消防職員及び消防団員 1 人当りの人口・世帯 

（令和 6 年 4 月 1 日現在） 

 
 

 

 

 種別 
年度別

市予算額 
（一般会計）

消防予算額 構成比

 
令和 7 年度 25,060,000 1,166,831 4.6

 
常 備 消 防 費      808,749

 
非 常 備 消 防 費 150,324

 
消 防 施 設 費 72,640

 
水 防 費 4,343

 
災 害 対 策 費 130,775

 
計 1,166,831       

 消防予算 
（千円）

人　口 
（人）

世帯数
負　担　額　　（円）

 市民１人当り １世帯あたり

 
令和 7 年度 1,166,831 36,403 15,527 32,053 75,148

 消防職員（82 人） 消防団員（806 人）

 
人　　　口 世　帯　数 人　　　口 世　帯　数

 　　　　　　人 
438.5

世帯 
187.0

　　　　　　人 
46.6

世帯 
19.8
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消　防　本　部　事　務　分　掌 

 
 

 課 グループ 事　　　　務　　　　分　　　　掌

 
総務課 庶務　　

グループ 

(1)　 公印の管守に関すること。 

(2)　 文書の収受，発送及び保存又は管理に関すること。 

(3)　 儀式及び各種会議並びに渉外に関すること。 

(4)　 消防協力者の表彰に関すること。 

(5)　 消防職員委員会に関すること。 

(6)　 消防長の権限に属する消防関係例規の制定及び改廃の手続に

関すること。 

(7)　 消防事務に係る重要施策及び重要事業の企画，調整及び進行管

理に関すること。 

(8)　 消防関係諸機関との連絡調整に関すること。 

(9)　 広報及び消防統計に関すること。 

(10)　消防年報の編集発行に関すること。 

(11)　消防職員の人事，服務，及び給与に関すること。 

(12)　消防職員の教育研修に関すること。 

(13)　消防職員の公務災害，健康管理及び福利厚生に関すること。 

(14)　消防職員の表彰に関すること。 

(15)　消防職員の給貸与品に関すること。 

(16)　他の課等の所管に属さないこと。 

(17)　消防本部の予算及び決算の取りまとめに関すること。 

(18)　経理事務に関すること。 

(19)　消防施設の整備及び維持管理に関すること。 

(20)　物品の管理に関すること。

  
地域消防 

グループ

(1)　 消防団の組織及び運営に関すること。 

(2)　 消防団員の任免，表彰及び報酬等に関すること。 

(3)　 消防団員の公務災害補償，福利厚生及び健康管理に関するこ

と。 

(4)　 消防団員の教育研修に関すること。 

(5)　 消防団員の被服に関すること。 

(6)　 消防団施設の整備に関すること。 

(7)　 消防水利の設置及び管理等に関すること。 

(8)　 消防団施設及び機械器具等の維持管理に関すること。 

(9)　 消防協会に関すること。 

(10)　水防団に関すること。
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 課 グループ 事　　　　務　　　　分　　　　掌

 
予防課 予防　　　

グループ 

(1)　 火災予防対策及び各種防火運動に関すること。 

(2)　 自主防災組織及び民間防火組織等の指導育成に関すること。 

(3)　 防火委員会に関すること。 

(4)　 火災の原因及び損害の調査に関すること。 

(5)　 火災調査資料の収集及び分析に関すること。 

(6)　 火災(り災)証明，その他予防証明に関すること。 

(7)　 火災統計，その他予防統計に関すること。 

(8)　 建築確認等の同意に関すること。 

(9)　 消防用設備の設置指導及び検査に関すること。 

(10)　防火管理及び火災予防査察等に関すること。 

(11)  防火管理者の資格取得講習及び指導育成に関すること。 

(12)　防火対象物等の違反処理に関すること。 

(13)　防火対象物の定期点検報告に関すること。 

(14)  危険物製造所等の許認可に関すること。 

(15)  危険物製造所等の規制及び査察に関すること。 

(16)　危険物災害の調査に関すること。 

(17)　危険物安全協会に関すること。 

(18)  危険物取扱者の指導に関すること。 

(19)　液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律(昭

和42年法律第149号)に基づく事務に関すること。 

(20)　高圧ガス保安法(昭和26年法律第204号)に基づく事務に関する

こと。

 
警防課 警防　　　

グループ

(1)　 消防計画及び消防演習に関すること。 

(2)　 火災等の警戒及び防ぎょに関すること。 

(3)　 消防相互応援に関すること。 

(4)　 緊急消防援助隊に関すること。 

(5)　 消防車両及び消防機器等の配備に関すること。 

(6)　 消防隊員の技術指導に関すること。 

(7)　 開発行為に係る消防水利施設等の同意に関すること。 

(8)　 消防水利に関すること。 

(9)　 消防技術の調査、研究及び指導に関すること。 

(10)　応急手当の普及啓発に関すること。 

(11)　救急救助統計に関すること。  

(12)　医療機関との連絡調整に関すること。 

(13)　救急救助証明に関すること。
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 課 グループ 事　　　　務　　　　分　　　　掌

 
警防課 警防　　　

グループ

(14)　災害救助に関すること。 

(15)　メディカルコントロール体制に関すること。 

(16)　消防通信及び通信統制に関すること。 

(17)　通信指令施設の管理に関すること。 

(18)　気象情報及び火災警報に関すること。 

(19)　緊急通報システムの運用に関すること。 

(20)　救急医療情報に関すること。 

(21)　防災行政無線に関すること。 

(22)　いばらき消防指令センターに関すること。 

(23)　その他消防救急救助に関すること。
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消　防　署　事　務　分　掌 

 
 

 グループ 事　　　　務　　　　分　　　　掌

  
庶務グループ (1)　公印の管守に関すること。 

(2)　署員の配置及び研修に関すること。 

(3)　庁舎及び附属設備の管理に関すること。 

(4)　署の行事，会議に関すること。 

(5)　物品の管理に関すること。 

(6)　職員の服務に関すること。 

(7)　その他庶務に関すること。

  
予防グループ (1)　火災予防条例の届出及び承認申請に関すること。 

(2)　防火対象物の査察に関すること。 

(3)　屋外における火災予防措置に関すること。 

(4)　火災原因及び損害の調査に関すること。 

(5)　消防計画の届出及び作成指導に関すること。 

(6)　自主防災組織及び民間防火組織の訓練指導に関すること。 

(7)　自衛消防隊等の訓練指導に関すること。

  
警防グループ (1)　水火災等の消防活動に関すること。 

(2)　特別警戒に関すること。 

(3)　消防機器及び消防装備の管理運用に関すること。 

(4)　消防水利の調査，保全に関すること。 

(5)　消防団員の訓練指導に関すること。 

(6)　救助，潜水隊の運用に関すること。 

(7)　警防計画及び訓練に関すること。 

(8)　その他警防に関すること。

  
救急グループ (1)　救急活動に関すること。 

(2)　救急資機材の管理運用に関すること。 

(3)　応急手当の講習会に関すること。 

(4)　救急計画及び訓練に関すること。 

(5)　その他救急に関すること。

  
通信グループ (1)　通信機器の保守運用に関すること。 

(2)　受付勤務，通信勤務及び指令勤務に関すること。 

(3)　防災行政無線の運用に関すること。 

(4)　救急医療情報システムの運用に関すること。 

(5)　その他通信に関すること。
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消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

計 備　　　考

1 年 未 満 2 2

1 年 以 上 5 5

2 〃

3 〃

4 〃 1 1 2

5 〃 1 1

6 〃 1 1 2

7 〃 2 3 5

8 〃 3 3

9 〃 1 1

10 〃 5 5

11 〃 2 2

12 〃 2 1 3

13 〃 1 1 2

14 〃

15 〃 4 4

16 〃 2 4 6

17 〃 1 1

18 〃 3 1 4

19 〃 3 3

20 〃 1 1

21 〃 3 3

22 〃 2 2

23 〃

24 〃

25 〃 4 4

26 〃

27 〃

28 〃

29 〃 4 4

30 〃

31 〃 1 2 3

32 〃 3 3

33 〃 3 3

34 〃 4 4

35 〃 2 2

36 〃 1 2 3

37 〃

38 〃

39 〃

40 〃

41 〃

42 〃

1 15 24 13 17 13 83

消 防 職 員 勤 続 年 数 表

　　　　　　　階　　級

　　勤　　続

計
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消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

計

18 歳 1 1
19 歳 1 1
20 歳
21 歳 2 2
22 歳 1 1
23 歳 3 3
24 歳
25 歳 3 3
26 歳 4 2 6
27 歳 1 1
28 歳 3 3
29 歳 3 3
30 歳 2 2
31 歳 1 1
32 歳
33 歳 3 1 4
34 歳 3 3
35 歳 2 1 3
36 歳 2 1 3
37 歳
38 歳 3 2 5
39 歳 2 2
40 歳 1 1 2
41 歳 4 4
42 歳 2 2
43 歳 3 3
44 歳 1 1
45 歳 2 2
46 歳
47 歳 2 2
48 歳 2 2
49 歳 1 2 3
50 歳 3 3
51 歳
52 歳 2 2
53 歳 2 2
54 歳 2 2
55 歳 2 2
56 歳 2 2
57 歳
58 歳 1 1
59 歳 1 1
60 歳

1 15 24 13 17 13 83

消 防 吏 員 階 級 別 年 齢 表

　　　　　　　階　　級

　　年　　齢

合　　　　　　　　計
平　　均　　年　　齢　　　　　　37.3歳
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消防司令長 1 1

消 防 司 令 3 2 2 7 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4

消防司令補
１
①

（３）
4

（1）
6

4
(1)

4
(1)

4
(1)

12 2 2 2 6

消 防 士 長 1 1 （2） 2 1 1 3 5 2 1 3 6

消防副士長
1
(1)

1 6 2 3 11 2 2 1 5

消 防 士
１

（1）
1 2 6 3 11 1 1

事 務 職 員

計 1 0 8 3 6 18 1 14 14 14 43 1 7 7 7 22

一

部

二

部

三

部

消 防 職 員 配 置 状 況 表

　　　　　所　　属

　　　階　　級

消 防 本 部 東 消 防 署 西 消 防 署

消

防

長

次

長

総

務

課

予

防

課

（　　）内兼務者　　　〇内派遣者・再任用

東

消

防

署

計

署

長

一

部

二

部

三

部

西

消

防

署

計

警

防

課

本

部

計

署

長
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司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

副
士
長

消
防
士

計

1 14 23 13 17 6 74

1 1 1 3

1 14 24 13 18 13 83

3 1 4

2 2 4

2 2 4

1 3 4

3 14 11 17 10 55

1 1 2 4

2 2 2 6

2 3 2 7

2 5 5 2 14

1 7 5 3 16

1 15 24 13 17 11 81

1 12 14 10 6 43

1 1

8 14 9 6 1 38

1 1

1 1

1 6 7

1 15 16 10 11 1 54

1 15 16 10 9 51

救 命 士 1 6 12 3 6 3 31

標 準 課 程 1 15 24 13 17 6 76

Ⅱ 課 程 0

1 15 24 13 17 9 79

1 8 7 4 6 26

1 4 5

2 6 1 9

1 4 8 6 19

1 11 10 5 27

2 3 1 6

12 171 257 162 167 64 833

ロ ー プ レ ス キ ュ ー

巻 き 上 げ 機

ロ ー プ 高 所 作 業

計

小型移動式クレーン講習修了者
救
急
資
格
者

応 急 手 当 指 導 員

潜 水 士

特 化 作 業 主 任

足 場 組 み 立 て

二 級 ガ ソ リ ン 整 備 士

チ ェ ー ン ソ ー 取 扱 者

有 機 溶 剤 取 扱 作 業 主 任 者

乾 燥 設 備 取 扱 作 業 主 任 者

安 全 衛 生 推 進 者

玉 掛 技 能 講 習 修 了 者

予 防 技 術 検 定 （ 危 険 物 ）

予 防 技 術 検 定 （ 消 防 設 備 ）

予 防 技 術 検 定 （ 予 防 査 察 ）

水 上 安 全 法 救 助 員

特 殊 無 線 技 士

二 級 小 型 船 舶 操 縦 士

大 型 特 殊 免 許

け ん 引 免 許

大 型 Ⅱ 種 免 許

普 通 Ⅱ 種 免 許

危 険 物 取 扱 者

消 防 設 備 士

消防吏員階級別特殊技能取得者調べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　階　級

　種　　別

大 型 自 動 車 免 許

中 型 自 動 車 免 許

普 通 自 動 車 免 許
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Ｈ２６
年度

Ｈ２７
年度

Ｈ２８
年度

Ｈ２９
年度

Ｈ３０
年度

R元
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R2
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R３
年度
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R5
年度

R6
年度

1 1 1 1 1 1

1

1 1

1

1

初任
教育

3 5 1 4 6 2 1 2 5

1 1 1

1 1

1 1 1 1 1 2 1 1

1 1 1 1 1 1

3 3 3 2 2 2 1 2 2 2 2

1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1

1

2 2 2 2 2 2 2 2 2
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Ｈ２９
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Ｈ３０
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R元
年度

R2
年度

R3
年度

R4
年度

R5
年度

R6
年度

1 1 1 1 1 1 1 1 1

5 4 4 2

救急科

特殊災害科

救助科

職 員 教 育 実 施 状 況

消
防
大
学
校

幹部科

予防科

警防科

救助科

火災調査科

潜水講習会

操法指導者研修会

茨
城
県
立
消
防
学
校

初任科

専
科
教
育

予防査察科

危険物科

火災調査科

警防科

救急科

救急救命士養成

処置範囲拡大に伴う追加講習

水難救助課程

幹
部
教
育

中級幹部科

初級幹部科

特
別
教
育

薬剤投与講習会



 

 

 

警　防　関　係 
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火　　災　　概　　要 

 
　令和 6 年中の火災件数は 22 件で、建物火災焼損面積及び損害額供に減少しました。 
 
１．出火件数 

令和 6 年中における出火件数は、22 件で、前年（29 件）に比べ、7 件減少しました。 
この出火件数を火災種別ごとにみると、建物火災 5 件、林野火災 1 件、車両火災 1 件、 
その他火災 15 件となっています。 

 
２．建物火災の焼損程度等 

建物焼損棟数は 7 棟で、前年（32 棟）より 25 棟減少しており、これを焼損程度別にみる

と、全焼 4 棟、半焼 1 棟、ぼや 2 棟となっています。 
 
３．建物火災によるり災世帯数 

建物火災によるり災世帯数は、3 世帯で前年（9 世帯）と比べ 6 世帯減少し、り災人員は、

6 人で前年（13 人）より 7 人減少しました。 
 

４．建物火災の焼損面積 
建物火災による焼損面積は、545 平方メートルとなっています。前年（2,388 平方メートル）

と比べ 1,843 平方メートル減少しました。 
 
５．損 害 額 

火災による損害額は、19,523 千円で、前年（76,946 千円）に比べ 57,423 千円減少しまし

た。 
 

６．死者数・負傷者 
火災による死者は 0 名、負傷者は 4 名で、前年（死者 1 名、負傷者 8 名）に比べ、死者は

1 名減少、負傷者は 4 名減少しました。 
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3 2 2 300 300
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令　和　6　年　火　災　概　要

  項目

月

出　　　火　　　件　　　数 焼　　　損　　　棟　　　数 焼損面積 死傷者数 り　　災　　世　　帯

り
災
人
員

損　　　害　　　額（千円）

　
計
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専 用 電 話 1 1 2

携 帯 １ １ ９ 4 2 5 1 1 2 1 3 19

加 入 電 話 0

駆 け 込 み 0

事 後 聞 知 1 1

そ の 他 0

合 計 1 4 2 5 1 0 0 1 3 1 0 4 22

枯 れ 草 焼 き 2 1 4 7

焚 き 火 1 1 2

ガ ス コ ン ロ 1 1

衝突によ る燃料 漏
れ、マフラーに接触

1 1

ト ラ ッ キ ン グ 1 1

配線の経年劣化 1 1

落 雷 1 1

発 酵 熱 1 1

そ の 他 2 2

不 明 1 1 3 5

合　　　　　　　　計 1 4 2 5 1 0 0 1 3 1 0 4 22

令和6年月別覚知別火災発生状況

令和6年月別原因別火災発生状況

　　　　　　　　　　　月

　覚  知
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

　　　　　　　　　　　月

　原  因
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
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年別 火災件数 建 物 林 野 車 両 そ の 他 損 害 額 （ 千 円 ）

H27 29 12 4 3 10 15,384

H28 35 8 3 4 20 37,297

H29 25 13 2 2 8 111,107

H30 27 11 1 4 11 682,821

R1 18 6 3 0 9 29,169

R2 21 8 2 1 10 13,946

R3 26 9 4 2 11 9,991

R４ 17 3 3 2 9 24,766

R５ 29 11 2 3 13 76,887

R６ 22 5 1 1 15 19,523

過去10年間の火災件数及び損害額

29

35

25
27

18
21

26

17

29

22

0

5

10

15

20

25

30

35

40

件
数

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R６

過去10年間の火災件数の推移
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消 防 相 互 応 援 協 定 等 の 状 況 

 
　常陸大宮市消防本部では、大規模な災害等に対応するため、隣接する大子町消防本部、那珂市消防本

部、常陸太田市消防本部及び栃木県芳賀地区広域行政事務組合消防本部、栃木県南那須地区広域行政事

務組合消防本部と消防相互応援協定を締結している。 
　災害規模に応じて消防力の投入が可能な相互応援協定を確立するため、県内の応援可能な関係団体と

「茨城県広域消防相互応援協定」を締結している。 
 

応　援　協　定　状　況 

 
　　　　　　　協　定　先　　　　　　　　　　　　　　協　定　年　月　日 
　　　　　　〔茨城県〕 
　　　　　　　○那珂市消防本部　　　　　　　　　　　平成１７年　１月２１日 
　　　　　　　○大子町消防本部　　　　　　　　　　　平成１７年　７月２８日 
　　　　　　　○常陸太田市消防本部　　　　　　　　　平成２９年　４月　１日 

○県内消防本部　　　　　　　　　　　　平成１９年１０月　５日 
　　　　　　〔栃木県〕 

○芳賀地区広域行政事務組合消防本部　　平成２４年　８月　９日 
○南那須地区広域行政事務組合消防本部　平成２５年　２月　４日 

 
　　　　　　栃木県芳賀郡那珂川町　　　　　　　　　 
　　　　　（南那須地区広域行政　　　　　　　大子町消防本部 
　　　　　　　　事務組合消防本部）　 
　　　 
　　　　栃木県那須烏山市 

（南那須地区広域行政 
事務組合消防本部）　　　　 

  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　常陸大宮市消防本部　　　　　常陸太田市消防本部 
　　　　　栃木県芳賀郡茂木町　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（芳賀地区広域行政 
事務組合消防本部） 

 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　東茨城郡城里町 
　　　　　　　　　　　　　　　（水戸市消防局）　　　　　　那珂市消防本部 
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救　　急　　概　　要 

 

　令和 6 年の救急活動状況をみると、出場件数は 2,546 件（前年 2,405 件）で、搬送人員 2,373 人（前年

2,229 人）が救急隊により搬送されました。 

　前年に比べ出場件数は 141 件の増加、搬送人員も 144 人増加しました。このことは当消防本部管内にお

いて 1 日平均 6.97 件の出場となり、管内住民の 17 人に 1 人が救急隊によって搬送された事になります。 

　次に事故種別ですが、急病が 1,689 件（全体の 66.3％）と多く、次に一般負傷 370 件（14.5％）、その他

279 件（転院搬送、その他等）（10.9％）の順となっています。 

　医療機関別搬送人員の状況は、管内の医療機関へ 1,328 人（55.9％）、市外の医療機関へ 1,045 人

（44.1％）が搬送されました。 

 
 
 
 
 

救　　助　　概　　要 

 

令和 6 年の救助出場件数は 26 件で、昨年に比べ 18 件の減少。活動件数は 21 件、救助人員は 20 人

で前年と比べ、活動件数は 1 件の減少、救助人員は 3 人の減少でした。　 

※その他の項目には、火災、交通事故、水難事故を除いた種別を計上しています。 

 
 

 

 
合　計 火　災 交通事故 水難事故 その他

 
平成 30 年 26 0 13 3 10

 
令和年 37 0 9 5 23

 
令和 2 年 23 0 12 5 6

 
令和 3 年 27 0 10 4 13

 
令和 4 年 23 0 11 3 9

 
令和 5 年 44 0 16 1 27

 
令和 6 年 26 0 9 0 17
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年

救急事故種別概要（過去３年間）

そ　　の　　他

R4 2,293 10 0 5 113 23 8 319 4 31 1,492 287 0 0 1 

R5 2,405 17 0 3 125 25 15 339 7 22 1,573 271 0 1 7 

R6 2,546 9 0 2 121 29 16 370 5 24 1,689 279 0 1 2 

計 7,244 36 0 10 359 77 39 1,028 16 77 4,754 837 0 2 10 

R4 2,196 3 0 1 130 23 8 310 3 25 1,406 287 0 0 0 

R5 2,229 6 0 3 123 25 15 324 4 15 1,446 268 0 0 0 

R6 2,373 4 0 0 123 26 13 355 5 17 1,557 273 0 0 0 

計 6,798 13 0 4 376 74 36 989 12 57 4,409 828 0 0 0 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

　 平成22年の救急活動状況をみると、出場件数は、1,809件（前年1,603件）で、搬送人員1,745人1 0 1 1 2 1 0 1 2 0 0 0 9 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

13 11 12 8 9 16 11 9 8 6 7 11 121 

　 前年に比べ出場件数206件の増加、搬送人員は203人増加しました。このことは当消防本部管内において1 0 2 2 7 4 2 3 2 3 2 1 29 

1 0 2 0 0 1 1 4 2 2 2 1 16 

32 27 27 36 41 29 22 37 26 27 26 40 370 

0 1 0 1 0 0 2 1 0 0 0 0 5 

　 次に事故種別ですが、急病が1143件（全体の63.0％）と多く、次に一般負傷403件（22.3％）交通2 2 2 1 3 2 1 4 2 3 1 1 24 

171 140 147 113 139 131 179 157 137 117 114 144 1,689 

転 院 搬 送 28 20 22 29 27 33 21 17 16 19 22 25 279 

医 師 搬 送 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

資 機 材 搬
送

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2 

　医療機関別搬送人員の状況は、市内の医療機関へ881人（50.5％）、市外の医療機関へ864人249 203 215 192 228 217 239 233 195 178 174 223 2,546 

令6年 月 別 救 急 出 場 状 況

月
 事故種別

火 災

自 然 災 害

水 難 事 故

交 通 事 故

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

加 害

自 損 行 為

急 病

そ の 他

合 計

そ
　

の
　

他
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0 ～ 2 0 0 0 3 0 0 14 0 2 75 5 0 0 0 99 

2 ～ 4 1 0 0 0 0 0 6 0 2 58 6 0 0 0 73 

4 ～ 6 1 0 0 3 0 0 13 0 1 82 2 0 0 0 102 

6 ～ 8 1 0 0 9 1 0 26 0 1 142 4 0 0 0 184 

8 ～ 10 0 0 1 11 8 1 50 0 0 226 28 0 0 0 325 

10 ～ 12 0 0 0 18 5 6 49 0 2 219 57 0 0 1 357 

12 ～ 14 2 0 0 19 4 7 51 0 3 176 56 0 0 0 318 

14 ～ 16 1 0 1 23 5 2 34 0 4 173 52 0 0 0 295 

16 ～ 18 1 0 0 16 3 0 51 0 3 156 39 0 0 0 269 

18 ～ 20 2 0 0 8 3 0 32 2 2 170 13 0 0 0 232 

20 ～ 22 0 0 0 9 0 0 23 3 3 120 7 0 0 1 166 

22 ～ 24 0 0 0 2 0 0 21 0 1 92 10 0 0 0 126 

9 0 2 121 29 16 370 5 24 1,689 279 0 0 2 2,546 

5 0 0 13 8 1 60 0 5 237 43 0 0 0 372 

0 0 0 28 5 0 45 2 3 257 52 0 0 1 393 

1 0 0 21 3 1 44 2 2 240 35 0 0 0 349 

0 0 1 11 7 1 55 0 2 249 26 0 0 0 352 

2 0 0 12 1 3 47 0 4 205 69 0 0 0 343 

1 0 1 19 1 5 55 0 4 257 33 0 0 1 377 

0 0 0 17 4 5 64 1 4 244 21 0 0 0 360 

9 0 2 121 29 16 370 5 24 1,689 279 0 0 2 2,546 

時間別　救急出場件数（令和6年）
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計
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事故種別程度別搬送人員（令和6年）

死 亡 0 0 0 1 0 0 0 0 1 69 0 71 

重 症 0 0 0 5 3 0 29 0 0 113 53 203 

中 等 症 1 0 0 30 11 0 127 1 8 708 206 1092 

軽 症 3 0 0 87 12 13 199 4 8 667 14 1007 

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 4 0 0 123 26 13 355 5 17 1,557 273 2,373 

現場到着所要時間別出場件数（令和6年）

急　　  病 10 15 523 964 177 1,689 12.4

交通事故 3 0 42 60 16 121 12.6

一般負傷 4 0 106 208 52 370 13.3

そ の  他 3 12 254 73 24 366 8.8

合　　　計 20 27 925 1,305 269 2,546 
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３分未満
３分以上 ５分以上 10分以上

20分以上 合　　計
現場到着
平均時間

（分）5分未満 10分未満 20分未満

　　　　　　種 別

　程 度
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救急隊員の行った応急処置件数（令和6年）
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病
7 4 6 74 66 433 83 265 16 8 5 57 26 1524 1472 167 1490 1529 36 0 9 7211

交
通
事
故

10 89 0 2 1 16 2 23 29 0 0 1 1 118 120 17 122 113 0 0 0 663

一
般
負
傷

34 62 0 0 0 27 0 50 91 0 0 1 1 350 338 13 350 328 0 1 0 1646

上
記
以
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6 20 0 1 1 80 1 39 14 1 0 0 0 330 329 9 336 328 0 0 0 1494

合　

計
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う 　ち
管　外

う 　ち
管　外

う 　ち
管　外

う 　ち
管　外

う 　ち
管　外

54 54 9 9 8 8 33 33 104 104 

42 42 0 0 7 7 24 24 73 73 

1,042 182 82 16 234 76 195 145 1,553 419 

病　　　 院 296 162 20 19 57 46 66 63 439 290 

診　療　所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1,434 440 111 44 306 137 318 265 2,169 886 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

50 50 2 2 11 11 14 14 77 77 

0 0 0 0 2 0 0 0 2 0 

病　　　 院 35 35 6 6 23 23 5 5 69 69 

診　療　所 38 10 4 0 15 2 1 1 58 13 

123 95 12 8 51 36 20 20 206 159 

54 54 9 9 8 8 33 33 104 104 

92 92 2 2 18 18 38 38 150 150 

1,042 182 82 16 234 76 195 145 1,553 419 

病　　　 院 331 197 26 25 80 69 71 68 508 359 

診　療　所 38 10 4 0 15 2 1 1 58 13 

1,557 535 123 52 355 173 338 285 2,373 1,045 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1,557 535 123 52 355 173 338 285 2,373 1,045 

事故種別医療機関別搬送人員（令和6年）

急　 　　　病 交 通 事 故 一 般 負 傷 そ 　の 　他 計

国 立

公 立

公 的

計

国 立

公 立

公 的

計

国 立

公 立

公 的

計

そ の 他 の 場 所

合 計

　　　　　　　種　　別

　　区　　分

救

急

告

示

医

療

機

関

私
　

的

そ

の

他

の

医

療

機

関

私
　

的

計

私
　

的
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所属 車　　　　種 社　　　名 年　　　式 排気量ｃｃ 車　両　番　号 型　　　式

指 揮 隊 車 ト ヨ タ 令和４年 2,700 水戸830 せ 20-22 本部指揮隊車

団 本 部 車 ト ヨ タ 平成27年 2,500 水戸800 せ 18-02
消 防 団 指 揮
広 報 車

司 令 車 ト ヨ タ 平成12年 2,500 水戸300 せ 33-14 普 通 乗 用 車

連 絡 車 ト ヨ タ 令和３年 1,500 水戸430 ね 20-21 小 型 貨 物 車

事 務 連 絡車 ト ヨ タ 平成24年 1,000 水戸５３２ ろ 119 小 型 乗 用 車

運 搬 車 ト ヨ タ 平成16年 3,000 水戸331 そ 119 普 通 乗 用 車

ドクターカー 三 菱 令和１年 2,350 水戸301 む 48-73
普 通 乗 用 車
（ラピッッドカー）

指 揮 車 ニッ サ ン 平成13年 2,000 水戸800 さ 66-38 署 指 揮 車

日 野 令和５年 5,120 水戸830 て 20-23 Ⅰ-B型CAFS
（緊急消防援助隊登録）

日 野 令和４年 4,000 水戸830 と 20-22
CD-Ⅰ型

小型水槽付
(緊急消防援助隊登録）

日 野 平成19年 4,000 水戸830 た 20-07
CD-Ⅰ型CAFS

小型水槽付

救 助 工 作車 日 野 平成21年 6,400 水戸800 は 913 Ⅱ型

日 野 平成29年 4,000 水戸830 つ 20-17 資機材搬送車
（緊急消防援助隊登録）

救 急 車 ト ヨ タ 平成30年 2,700 水戸830 て 20-18 高規格救急車
（緊急消防援助隊登録）

救 急 車 ト ヨ タ 平成26年 2,700 水戸830 せ 20-14 高規格救急車
（緊急消防援助隊登録）

救 急 車 ト ヨ タ 令和６年 2,700 水戸830 せ 20-24 高規格救急車

広 報 車 三 菱 令和６年 2,270 水戸830 ち 20-24 査 察 広 報 車

広 報 車 い す ゞ 令和６年 3,000 水戸830 た 20-24
資 機 材 搬 送
広 報 車

ﾎﾞｰﾄﾄﾚｰﾗｰ 平成24年 水戸800 る 626

日 野 平成27年 4,000 水戸830 ち 20-15
CD-Ⅰ型CAFS

小型水槽付

救 急 車 ニッ サ ン 令和2年 2,500 水戸830 ね 20-20 高規格救急車

広 報 車 ニッ サ ン 令和2年 2,500 水戸830 は 20-20 署指揮広報車

広 報 車 日 野 令和１年 4,000 水戸830 せ 20-19
資 機 材 搬 送
広 報 車

消防本部及び消防署の消防機械一覧表

本
　
　
　
　
　
部

水槽付ポンプ車

消防ポンプ車

消防ポンプ車

東
　
　
　
　
　
　
署

資機材搬送車

西
　
　
　
署

消防ポンプ車



（R6.1.1～R6.12.31）

件 件 件 件 件 件

令和６年地区別ひとり暮らし老人等緊急通報システム利用状況

シ　ス　テ　ム　通　報　内　訳

救 急 出 動 消　防　出 動 協力員出動 相   談   等 誤   操   作 電 源 異 常 そ   の   他

大 宮 地 区 20 32 43 462 557 

山 方 地 区 9 65 18 231 323

美 和 地 区 5 12 24 133 174

緒 川 地 区 13 1 26 40 256 336

御前山地区 10 2 19 26 174 231

合　　　　 計 57 3 154 151 1256 1621

地区別緊急通報システム登録数

大 宮 地 区 山 方 地 区 美 和 地 区 緒 川 地 区 御前山地区 合　　　　計

165 67 33 74 54 393

常陸大宮市緊急通報システム図

　　　　 区分

 地区
合　　計

消防本部受信センター

いばらき消防指令センター

出動命令

支援センター

協力員
民生委員
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予　防　関　係
 
 
 
 
 
 



 

 

 

協 力 団 体 関 係 
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民間防火組織及び防火協力団体 

 
１．防火・防災委員会 

 
 
２．幼年消防クラブ 

 
 
 

 
組　織　名　称 所　　在　　地 設立年月日 委　員　数

 
常 陸 大 宮 市 
防火・防災委員会

常陸大宮市姥賀町６２１ 
（事務局：消防本部内）

昭和５７年 
８月１５日

２８名

 
組　織　名　称 所　　在　　地 設立年月日 クラブ員数

 
若 草 幼 稚 園 
幼 年 消 防 ク ラ ブ

常陸大宮市石沢１４６８－４
昭和５９年 

８月１日
　９２名

 
大宮聖愛・聖慈保育園 
幼 年 消 防 ク ラ ブ

常陸大宮市上町３６７－７
平成１２年 

３月１日
４６名
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３．女性防火・防災クラブ 

 
４．危険物安全協会 

 
組　織　名　称 設立年月日 クラブ員数

 
嶐 郷 女 性 
防火・防災クラブ

昭和５７年８月１５日 １１名

 
小 倉 女 性 
防火・防災クラブ

昭和６１年８月２３日 ２０名

 
御 前 山 女 性 
防火・防災クラブ

平成１０年３月２３日 ４２名

 
山 方 女 性 
防火・防災クラブ

平成１２年１２月２３日 １３名

 
緒 川 女 性 
防火・防災クラブ

平成２２年７月１６日 １４名

 
大 宮 女 性 
防火・防災クラブ

平成２４年５月１３日 １４名

 
組　織　名　称 所　　在　　地 設立年月日 会員数

 
常 陸 大 宮 市 
危 険 物 安 全 協 会

常陸大宮市姥賀町６２１ 
（事務局：消防本部内）

昭和４８年 
４月１日

６７



消　防　団　関　係
 
 
 
 
 
 



　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

急ぐ日も 

足止め火を止め 

準備よし
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